
MU SH PM宮崎公立大学の今を伝える
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視界よしっ！ 英国 スターリング大学　　KYO-SHiP 倉 真一 准教授
しっぽり語る。 私を変えた一冊。　 CIRCLE DE GOSHiP やたらと長い名前のサークル
連続リレーエッセイ いいだしっぺ 川瀬 隆千 教授　「批判的思考のすすめ」
@MIYAZAKI 綾の「水」、延岡の「恵比須」をご紹介！
REAL VOICE うちらマブダチ！　未来のcompass 株式会社宮崎太陽銀行　伊東 歩美さん
MMU NEWS PLUS

今回の表紙　卒業論文を提出し終えた直後の Intercultural Communication ゼミ

特集１　ＭＭＵ的　世界の歩き方
特集２　卒業論文提出日に迫る！

大学生にとって卒業論文提出は、学生生活最後にして最大の山場。さらに、宮崎公立
大学（以下、ＭＭＵ）の卒論提出は、提出日時が決まっており、その時間内での提出
が求められます。提出会場は、職員が論文の提出要件を満たすかの審査を行う緊張感
に包まれ、晴れて受理票を手にした学生は大きな達成感に包まれます。（P.8 へ）05vol.

宮崎公立大学広報誌『MMU SHiP』は、ＭＭＵの学生と職員が企画・取材・執筆・デザインを行っています。
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特集１

ＭＭＵ的 世界の歩き方
海外留学・渡航経験者に聞きました
BEFORE / AFTER の Q&A

・大学２年の頃、先輩からの刺激やゼミ
の先生の勧めを受け、海外での大学院生
活を漠然と考えるようになりましたが準
備開始が遅く（３年の半ば）、TOEFL の
基準点の取得に時間を要しました。結果、
ＭＭＵ卒業から約１年後の留学開始に。
卒業後の大学院留学をお考えの方は、早
期の準備開始をお勧めします（笑）。（ア
メリカ　３年　※修士）

「約半年前」派
・当初留学する予定はありませんでしたが、
英米文学ゼミに所属し、卒論を書くにあた
り英語環境で暮らす必要性を感じて。
（フィジー5カ月、オーストラリア5カ月）

「１年前」派
（ニュージーランド　10カ月／オースト
ラリア・ヨーロッパ各国／マルタ共和国
／ニュージーランド　９カ月等多数）

・留学は入学前から。当初は１年留学で
考えていましたが、ゼミ活動や就職活動
を考慮し、４年の 10～ 12 月の渡航に。
４月に予算を見積もり、８月には手続き
を完了させました。（アメリカ　３カ月）

ＭＭＵ公費派遣留学 *1 経験者
・留学を希望し始めたのは高校生の時。
整った留学制度もＭＭＵを選んだ理由の
１つでした。大学２年の春から準備を進
め、蔚山大学校への選抜試験を受けるも
不合格。１年間語学勉強や資格の取得に
励み、３年の夏に再チャレンジしました。
（韓国 蔚山大学校 １年）
・海外留学は入学時に決めていましたが、
漠然としたイメージしかありませんでし
た。日本で英語力が十分に高まり、海外
で十分に吸収できると実感した３年生の
前期に決断しました。（カナダ バンクー
バーアイランド大学　４カ月）

・小学生の時からの夢でした！　出発の
１年前、東日本大震災の後、無気力状態
に陥り、留学の夢を諦めて早く地元の岩
手県に帰ろうか等とぼんやり考えていま
したが父親から「とりあえず行ってみな
さい！」と背中を押してもらいました。
（イギリス　11カ月）

・そもそもは、中学生の頃から留学した
いと思っていました。（イギリス　1年／
カナダ　11カ月）

・出発の２カ月前。（オーストラリア）
　↑今回の回答のうち、最短期間！

Ｑ．出発前のいつ頃決断
　　しましたか？
「大学入学前からの夢」が多く、具
体的な決断は１年～半年前が最多

調査について
期間：2013年12月25日～翌1月22日
／ 方 法：facebook 等 の SNS を 通 じ、
MMUの在学生・卒業生を中心に調査／
有効回答数 31件。回答の後のカッコは、
回答者の留学・渡航先とその期間（期間
のないものは無回答）

＊１　公費派遣留学
　学内選抜試験で選ばれた代表学生が、4
カ月～１年の間、協定校等へ留学する制度。
授業料は、ＭＭＵ・留学先の双方において
免除され、奨学助成金が毎月ＭＭＵから支
給されます。さらに、英語圏については渡
航費も一部助成されます。
奨学助成金：中国 ４万円／月、韓国 ５万
円／月、ニュージーランド・カナダ・英国 
７万円／月　※英語圏には、往復計16万
円分の渡航助成金も支給（返済不要）

＊２　異文化実習
　3 週～ 1 カ月の間、協定校等におい
て、語学・文化研修を行います。前後 3
時限分ずつ開講される学内研修を含めて
研修の全行程を修了すると、「異文化実
習」という科目として 2単位が与えられ
ます。なお、1科目につき 1度に限り渡
航助成金が支給されます。
渡航助成金：渡航費の半額を助成（返済
不要、上限 10万円）

※平成26年３月現在の情報です

・英語だけでなく、「様々な国の文化・考
え方を学ぶ」という観点が重要でした。
（カナダ トロント　１年）

・映画の影響や気候を考慮しました。（ア
メリカ　カリフォルニア　３カ月）

「過去の経験」派
・異文化実習 *2 に２度参加し、もう1年
過ごしたいと考えた。（中国 蘇州大学 1年）
・大学１年の時に異文化実習に参加しま
した。その時に現地で多くの友人や思い
出ができ、ぜひここで長期間勉強したい
と思いました。（韓国 蔚山大学校　１年）
・高校時代の修学旅行で気に入った。（ア
メリカ ボストン １年／カナダ バンクー
バー　11カ月）
・ヨーロッパ旅行時に滞在し、すごく楽
しかったから。また、サッカーや買い物
を楽しめるから。（イギリス　７カ月）

Ｑ . 行き先や時期はどの　
　 ように決定しましたか？
興味関心はもちろん、費用や環境
を重視。過去の経験の影響も

・ヨーロッパ諸国を容易に旅することが
できる点、英語発祥の地である点からイ
ギリスに。その中で、ミュージカル等の
娯楽や都市部での生活が魅力的だったの
でロンドンを選びました。（１年）

・世界各国の方々と接したかったから。
映画や海外ドラマのロケ地に行ってみた
いと思ったのも理由の一つです。（アメリ
カ ニューヨーク　４カ月）

・ロンドンに比較的近くて田舎だから。（イ
ギリス カンタベリー　11カ月）

・低費用、将来性、中国語、文化に興味
があった。エネルギーが溢れてて惹かれ
た。（中国　10カ月）

・自分の学びたい「英語教授法」のプロ
グラムがあるか、要求される TOEFL の
点数や学費は高すぎないか、という条件
を設定。（アメリカ　３年　※修士）

・絶対イギリス！と考えていましたが、
ワーキングホリデービザの取得が大変で、
費用もとても高く、断念。ならばヨーロッ
パの中でイギリスに近い国を、と思い調
べて決めました。（アイルランド　１年）

・出身地である沖縄と中国の福建省が非
常に近い関係にあったことを知り、決め
ました。（11カ月）

・費用の安さと自然の中でゆっくり暮ら
せる点からフィジーの語学学校へ行き、
その後、そこでの学習成果を英語が第一
言語である国で生かそうと思いました。
（フィジー5カ月、オーストラリア5カ月）

・帰国後に教員採用試験が待っていたた
め、どのタイミングで帰ってくるかも重
要な材料です。（カナダ　４カ月）

・ヨーロッパで英語が母国語であり、ワー
キングホリデーができて、なるべく日本
人のいない点。（アイルランド　11カ月）

・フィンランドに近い英語圏で日本人が
少なく、費用が安い。（マルタ共和国 １年）

・できるだけ多くの国の人と出会い、色々
な英語に触れたいと思ったので、移民の
国といわれるカナダを選びました。自然
の多さ、予算や気候、安全性にも着目し
ました。（カナダ バンクーバー　１年）

・図太い神経と楽観的な考え方。（中国１年）

・「人種や言語が違っても表情やジェスチャー
で伝わるものがある」「伝えたいと思う気持
ちが大切だ」ということ。（カナダ １年）

・文化の違いを身をもって経験し、違い
を理解し認め合う大切さを学びました。
（韓国　１年）

・視野が広がりました。物事の基準や概
念から外れたこともすんなり受け入れら
れるようになりました。（イギリス　１年）

・人見知りでしたが、少し治りました（笑）。
ニューヨークの人は、電車内や駅構内で
のダンス、音楽、歌などのパフォーマン
スで溢れていて、とても明るくいい街で
した。（４カ月）

・打たれ強さ、積極性、自発的な行動、旅慣
れ、サバイバル能力、日本や自分を客観視す
る力、恥を捨てること。（中国　10カ月）

・要点を絞って話せるようになりました。
（フィリピン　6カ月）

・世界各国の様々なバックグラウンドを持
つ人々と出会い、「自分」について考える
機会が増え、物事を冷静かつ客観的に考え
る習慣が身につきました。（カナダ　１年）

・何か不都合や嫌なことが起こっても、 
「最後は何とかなる」という考えの下、何
事にもぶつかることが大切だと思えるよ
うに。（オーストラリア・ヨーロッパ）

・日本がどれほど豊かであるかを考えさ
せられました。日本では考えられないよ
うな、視野の広がりや新しい価値観、将
来のやりたいこと等、得るものは多くあ
りました。（フィリピン　３カ月）

・自分の意見をしっかり言い、答えを曖
昧にしないということ。（中国 11 カ月）

・リスニング・スピーキング能力、様々
なことをおおらかに受け入れる心、臨機
応変さ。（フィジー 5カ月、オーストラ
リア 5カ月）

・アメリカの授業では発言する事が大変
重要でした。拙い英語や的外れな意見を
クラスメイトに笑われる事もありました
が、発言の機会が全て自分を成長させる
糧だと信じ、積極的に発言を続けました。
「とりあえずやってみよう」という姿勢が
身に付いたと思います。（３年　※修士）

・世界の中の日本人の自覚が強くなりま
した。日本人の勤勉さ・忍耐強さを見て
もらいたいという意識が強かったですね。
日本語を絶対に使わず生活する、課題は
常に終わらせる等、一生懸命さを崩しま
せんでした。（カナダ　４カ月）

・よい人間関係を作るためには、「笑顔・
挨拶・正直」が世界共通の三種の神器だと
感じました。（ニュージーランド　９カ月）

・各国の英語訛り♪（専門はイタリア英語）
（イギリス　11カ月）

その他、欲張って色々とお伺いしました！

Ｑ．携帯電話はどうしましたか？

■日本の携帯電話
　１年以内の留学・渡航の場合、最安値
プランに変更して日本に置いていく、ま
たは緊急時の日本との連絡用に契約を残
して持っていく人が多いようです。また、
契約したまま「休止」という手段も。
※各携帯電話会社にお問い合わせください。

■留学・渡航先での携帯電話
　日本のスマートフォンによるWi-Fi 利
用でしのぐか、現地でプリペイド携帯を
購入するケースが多いようです。

Ｑ．日本との連絡方法は？

　Skype、LINE、facebook のいずれか
を利用したという意見が全体の約 85％
を突破。もはや必須ツールと言えるでしょ
う。その他、手紙・国際電話との声も。

Ｑ．日本でのアパートの契約は？

　半年以上の渡航では、85%の方が解約
をしたようです。中には、留学を見込ん
で単年契約の部屋や家電付きの部屋に住
んでいた人、引き払った後に家具等を貸
倉庫に預けた人や全て売り払った人等、
様々な取組が寄せられました。「留学資金
として、アパートの解約・引越も見据え
て貯金をするべき」とのアドバイスも。

Ｑ．治安は不安でしたか？

　どこであれ、日本よりは治安がよくな
いという思いで準備・生活をしたようで
す。特に不安がある国については、比較
的安全な地域を選んだり、危険な地域を
予め調べ、近づかないようにすることが
大切。以下、アドバイス・経験談です。
・どこでも共通して言えることは、夜に
１人で出歩かないようにする
・外務省の渡航情報を参考にした
・現地生活経験者やエージェント（留学
斡旋機関）から情報をもらった
・保険を万全にかけて渡航した
・アジア人に差別意識を持つ人も少なか
らずいる
・国内外問わず自分の身は自分で守ると
いう意識を常に持つことが一番の対策

Ｑ．海外留学・渡航を通じ
　　て身に付いたものは？
語学力はもちろん、人生観や
アイデンティティにも影響

世界の歩き方
ＭＭＵの学生は、国際交流活動に一生懸命。今回の特集では、海外留学や海外渡航を経験した学生の声を様々な角度からお届けします。

まずは、海外留学・渡航経験者の、海外に行く前と帰国後のアレコレを一挙大公開！
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私はこうして語学力成長中！
英　語中国語韓国語

教える立場も経験し、自身
の韓国語の力を高める

勉強を始めてわずか4年で、
ＨＳＫ *６級を取得

「お手製のプラン」で自在
に語学研修

ＭＭＵ入学前～
　高校時代から留学を考えていたが、大
学入学後にレベル別に振り分けられた
英語のクラスは中級程度だった。大学 2
年で留学を本格的に考え始め、選んだ滞
在先はイギリス。現地の文化に興味があ
り、かつ近隣国へ旅行しやすいことが決
め手となった。授業、DynEd( ダインエ
ド )*、TOEIC 対策、エージェントを介
さない留学手続き、ホストマザーとの頻
繁な連絡を通し、留学への期待を高めた。

渡英（大学３年）
　渡英後、現地の語学学校では中級レベ
ルのクラスからスタート。授業や、週 1
回開催される交流イベントによって、実
際に英語を話しながら知識を定着して
いった。3カ月ごとに行われるテストで
順調に進級し、遂には最上級のクラスに
入ることができた。

帰国後～現在
　帰国した今では、字幕無しで映画を観
ることができる程。現地のラジオニュー
スも毎日聴いている。今後は、商社や物
流関連企業への就職を視野に入れなが
ら、様々な文化圏での生活を夢見ている。

＊DynEd…ＭＭＵが導入している英語学習
の eラーニングソフトで、リスニングとス
ピーキング力強化に特化したプログラム。
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山本 育実さん
４年　英語教育学ゼミ
渡航先：中国 １年

太極拳～！

花房 里佳さん
４年　文化人類学ゼミ
渡航先：韓国 １年

安部 幸紀さん
４年　広告コミュニケーションゼミ
渡航先：イギリス １年

中文한국어 English

まず自分の足で立てるようになって
初めて世界に目を向けることが
できるのだろうと考えました

特集１

ＭＭＵ的 世界の歩き方世界の歩き方

ＭＭＵ入学前～
　ＭＭＵ入学まで全く中国語に触れたこ
とが無かった彼女に火をつけたのは、中
国人留学生達との出会い。彼らの日本で
の生活を支援する「パートナー」活動
が、中国への関心を高めた。1年時に履
修した中国語の授業で課されたのは文
法でも会話でも無く、徹底的な発音訓
練。その後、1カ月の「異文化実習」に
参加し、直後に受験した中国語検定では
リスニングがとても遅く聞こえ、研修の
効果を身に染みて感じた。中国語で書い
た日記を中国人の友達から添削を受けた
り、Skype で中国人の友達と会話し
たり、勧められたドラマ等を鑑賞を
することで中国語の向上に努め、念
願叶って 1年間の公費留学を果たす。

公費留学（大学３年）～現在
　留学先の蘇州大学では、授業で作文や
ロールプレイを行い、授業外は積極的に
中国人学生と交流し、生きた中国語を学
んだ。帰国後、現地で受験したHSK6級
の合格通知を受け取る。現在は教員を目
指しており、将来は協定校の締結や国際
交流に貢献していきたいと考えている。

＊ＨＳＫ…日常中国語の応用能力を判定す
る中国政府公認の検定試験。最高級である
6級は「中国語の音声情報や文字情報を不
自由なく理解することができ、自分の意見
や見解を流暢な中国語で口頭または書面に
て表現することができる」レベル。

ＭＭＵ入学前～
　大学で初めて韓国語を勉強した彼女は
韓国人留学生の「パートナー」を務めた。
コミュニケーションを上手く図れないこ
とに悔しさを覚えて、勉強に本腰を入れ
る。1年時にはJENESYS（ジェネシス）*
訪韓研修団に参加、現地を訪れることで
更に刺激を受け、2年の夏から留学を考
えるようになった。韓国人の友人との連
絡を継続しながら、韓国語の上達に励む。
サークル活動の一環として、市民の人々
に韓国語を教えることは、自分の語学力
を高める糧にもなった。

公費留学（大学３年）～現在
　３年の秋から始まった留学生活では、
前半は韓国語の授業に専念、後半からは
現地の学生と一緒に講義を受け、韓国語
を頭の中で日本語に変換せず、そのまま
理解できるように努めた。
　留学中に韓国語検定 5 級を取得し、
現在も韓国の留学生との交流やドラマ、
映画等を通じ、勉強を続けている。

＊ JENESYS…「21 世紀東アジア青少年大
交流計画」。2007 年、安倍総理（当時）よ
り、東アジア首脳会議参加国（ASEAN、中
国、韓国、インド、豪州、ニュージーランド）
を中心に、5年間で毎年 6,000 人程度の青
少年を日本に招く交流計画を表明。これに
基づき2008年から2012年まで各地で様々
な交流事業が実施された。

の
意
味
＝
世
界
を
知
る
」
だ
と
思
う
ん
で
す
。
ま
ず
自
分

の
足
で
立
て
る
よ
う
に
な
っ
て
初
め
て
世
界
に
目
を
向
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
周
囲
の
人
々
か
ら
、ひ
た
す
ら
情
報
収
集
を
し
ま
し
た
。

（
右
コ
ー
ナ
ー
参
照
）

ー
海
外
留
学
に
向
け
、
準
備
し
た
も
の
は
？

　
私
の
所
属
す
る
ゼ
ミ
の
福
田
教
授
（
英
語
学
）
か
ら
、

お
風
呂
で
体
を
洗
う
ナ
イ
ロ
ン
タ
オ
ル
と
爪
切
り
を
日
本

か
ら
持
っ
て
い
く
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
ナ
イ
ロ
ン
タ

オ
ル
は
便
利
な
ア
イ
テ
ム
で
す
が
海
外
で
は
あ
ま
り
販
売

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
爪
切
り
は
日
本
製
に
限
り
ま

す
。
日
本
の
技
術
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
ね
（
笑
）。
ち
な
み
に
、
海
外
渡
航
に
定

番
の
変
圧
器
等
は
特
に
準
備
せ
ず
、
荷
物
は
小
さ
な
ト
ラ

ン
ク
１
つ
だ
け
で
し
た
。
い
く
ら
荷
物
を
準
備
し
て
も
、
海

外
で
は
予
想
外
の
こ
と
し
か
起
き
な
い
か
ら
、
ど
ん
と
構
え

て
お
く
姿
勢
こ
そ
、一
番
の
準
備
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ー
自
分
で
手
配
し
た
留
学
を
通
じ
て
身
に
つ
い
た
こ
と
は
？

　
『
危
機
管
理
』
の
意
識
で
す
。
常
に
「
も
し
、何
か
あ
っ

た
ら
」
と
最
悪
の
事
態
を
考
え
、
そ
れ
に
備
え
て
行
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
困
っ
た
こ
と
が
あ

れ
ば
何
ら
か
の
サ
ー
ビ
ス
で
助
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
海
外
で
は
そ
う
い
う
点
が
充
実
し
て
い
な
い
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。情
報
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
必
ず
取
り
、

物
事
の
判
断
・
決
断
を
自
分
で
し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
と
は
異
な
る
価
値
観
を
持
つ
人
と
た
く

さ
ん
出
会
う
こ
と
で
、
心
が
広
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
帰
国
後
、
友
人
か
ら
も
「
や
さ
し
く
な
っ
た
ね
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
き
っ
と
、
以
前
な

ら
嫌
だ
っ
た
こ
と
も
そ
う
思
わ
な
い
自
分
に
な
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

　

加
え
て
、
海
外
に
は
素
晴
ら
し
い
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
し
た
。
日
本
人
の
特
徴
だ
と
い
わ
れ
て
い
る「
謙
虚
さ
」

を
逆
に
身
に
付
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ー
海
外
留
学
に
興
味
を
持
つ
後
輩
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　

自
分
の
目
で
見
た
も
の
を
信
じ
て
ほ
し
い
で
す
。
私

自
身
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
留
学
前

後
で
大
き
く
異
な
り
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
で
伝
え
ら
れ

る
こ
と
や
、
噂
話
も
事
実
の
１
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
ら
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
に
ぜ
ひ
そ
の
地
を
実
際
に
訪

れ
、
自
分
の
目
で
確
か
め
て
ほ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
海
外
の
方
は
日
本
に
と
て
も
興
味
を
持
ち
、

様
々
な
質
問
を
投
げ
か
け
て
き
ま
す
。
私
は「
寿
司
、作
っ

た
こ
と
あ
る
？
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
日
本
の
文
化
と

し
て
寿
司
が
有
名
で
あ
る
こ
と
は
心
得
て
い
ま
し
た
が
、

予
想
外
の
質
問
に
戸
惑
い
、
寿
司
の
作
り
方
を
知
っ
て

お
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

海
外
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
た
め
に
重

要
な
の
は
、「
英
語
で
ど
う
喋
る
か
」
で
は
な
く
、「
何

を
喋
る
か
」
な
の
で
す
。
ま
ず
、
今
住
ん
で
い
る
地

域
や
そ
こ
に
い
る
人
を
大
切
に
し
、
普
段
か
ら
身
の
周

り
に
目
を
向
け
て
生
活
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ビザの取得方法
　アメリカの大使館のホーム
ページを検索し、そこに掲載さ
れている情報から必要な書類を
揃えたり送ったりしました。

語学学校
　こちらもインターネットや留
学経験者の方々から情報収集を
しました。
　最終的な学校の決め手は料金
とカリキュラムです。私は基本
の授業数が最も少なく、他の授
業をオプションとして楽しめる
クラスに登録しました。留学後
に、みっちり勉強をするつもり
でも次第に飽きてしまうことが
わかったのです。モチベーショ
ンを維持しながら英語を学ぶこ
とができました。

滞在先
　留学開始後の８週間は、ホー
ムステイを経験しました。外国
の方との生活で、より海外の方
との価値観の違いを感じ、その
後はルームシェアをして過ごし
ました。私と同じく、生活の価
値観を理由にルームシェアを希
望する人を対象とした会社が
あったのでそこにお世話になり
ました。

海 外 渡 航
ス ト ー リ ー

佐藤 あすかさん
４年　英語学ゼミ
渡航先：アメリカ　１年

海外渡航について、出発前の準備と
帰国後に得たものにスポットをあて、
佐藤さんにインタビューをしました

佐藤さんの
情 報 収 集
ヒストリー

I N T E R V I E W

■記事　上野 麻衣（１年）　多田 恵菜（１年）
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Associate Professor　Shinichi Kura

　そんなこんなで、興味を持った社会学を学ぶことができる大
学へ進学することに。でもその時はまだ、「大学院に進んで研
究したい！」という強い思いはなかったんだよね。ただ、大学
２年（1988年）の「社会実習調査」という講義で、外国人労
働者の調査を行ったんだけど、それがまた面白くて。発見を報
告書にまとめていくことに、すごく手ごたえを感じたんだ。こ
んな僕の様子を見て、その講義の担当だった先生が、大学院に
進んで研究してみないかと声をかけてくださったのが、院に進
む大きなきっかけとなったね。
　院に進んでからは色々大変だった…。なんせ先生と同じテー
マで研究を始めてしまったから、師と仰ぎながらもどこかライ
バルとして意識してしまうし、せっかく研究についてアドバイ
スを頂いても、「先生と同じはいやだ！」と思ってしまう自分
がいてね。そんなこんなやってるうちに、結局７年の月日が流
れてしまった。そんな僕を見かねてか、先生からちょうど教員
募集していたMMUへの応募を勧められたんだ。

Theme2  大学時代　～院生としての葛藤～

Theme3  『進んでもわろし、退いてもわろし』
　先生に応募を勧められたものの、僕はすぐにイエスと言えな
かったんだ。と言うのも研究がまだ中途半端だったし、何より
こんな状態で就職してやっていけるだろうかという不安が大き
くてね。そこで、不安を払拭できればいいなぁと思いつつ、東
京の浅草寺に行っておみくじを引いてみたんだ。そしたら「凶」
で…。と言っても僕、今まで浅草寺のおみくじで「凶」以外引
いたことないんだけどね（笑）。でもそれで結局また１週間は
どうするか悩んだなぁ。そして、いよいよ応募するか否か答え
を出さなきゃならない期限前日！　でもやっぱり決めきれない…。
どうしようもない僕は、また浅草寺に行っておみくじを引いた
わけ。そしたらまた「凶」でね（笑笑）。「あぁ、やっぱりだめか」
と思ったその瞬間、ふと目にとまった御言に「進んでもわろし、
退いてもわろし」って書いてあったわけ。それを見た途端、「な
んだ、進んでも退いても悪いなら、進もうかな」と決心したんだ。

　社会学の良さは、何といってもそのフットワークの軽さだね。
何をやってもいいという自由度が高い学問だと思うよ。それを
MMUの学生たちにもっと感じてほしいなぁ。MMUの学生た
ちは、他大学と比べても真面目だって感じる。ただ「ある指定
された枠の中でやっている」と言う印象も少なからずあるね。
もっと、大学生らしく自由であってもいいんじゃないかと思う
時もある。もちろん僕たち教員も、「自由にやれ」と命令口調
でダブルバインドにならないように気をつけなければいけない
けれど…。要するに『生きていくための知恵』を身につけていっ
てほしいと思うんだよね。

KYO-SHiP̶ Ｍ Ｍ Ｕ 教 員 の 頭 の   中 ー

ＭＭＵの教員が、講義では垣間
見られない「頭の中」を語ります Vol.04

社会学

■記事　山本 麻育子（３年　社会学ゼミ）
■写真　古川 瑠衣（３年　中国文化論ゼミ）

1968年生まれ。専門は社会学。筑波大学大学院博士課程単位取得退
学。1998年にＭＭＵに着任。乗り物全般が大好き。

Theme1  青春時代　～社会学との出会い～
　高校1年の冬までは、父親の勧めもあって、理系に進もうと考
えていたんだけど、いくら頑張っても数学の成績は伸びず…。そ
のうち、数学と僕はどうやら相いれない関係だってことに気が
付いたんだ。「さてどうしたもんかなぁ」と悩んでいる時に、友
人から小室直樹という社会学者の存在を教えてもらってね。そし
て、たまたま別の友人がその人の本を持っていて、貸してくれた
んだ。『ソビエト帝国の崩壊』という本なのだけれど、これがすっ
ごく面白かったんだよね。今思えばあの友人たちと１冊の本が、
僕を社会学という学問に導いてくれたんだと思う。

倉 真一 准教授

　ＭＭＵに勤めて１０年くらい経ってからかな。変な迷い方を
しなくなったし、自分が楽しいと思うことをやりたいと思って
行動したら、結果的に「いい感じ」になってくるというのを感
じているね。研究に関しては、今まで「移動」という社会現象
に対するこだわりをもってやってきたので、大学時代からの研
究だった「移民」に「観光」や、故郷でもある「北海道」、そ
して「宮崎」のことも含めてまとめてみたいというのは、ここ
最近ずっと考えているかな。展望はねえ…『望むものではなく
拓けてくるものである』と思っていてね。だから、とりあえず
迷っても進んでみるっていうのもありなんじゃないかなって、
そう思いますね。

Theme4  生きていくための知恵

Theme5  今後の展望

枠にとらわれず、
もっと自由な発想を持とう。

視 界
よしっ!

世界へ漕ぎだせ !

Y O S H i P !

vol.05
英国／スターリング大学
Scotland / The University of Stirling

２０１３年、MMUは新たに英国のスターリング大学と学術交流協定を結びました。今回の「視界よしっ！」では、
その年の夏に初めて行われたスターリング大学での「異文化実習」に参加した３名の学生にインタビューを行いました。interview

安楽 寛さん
１年

眞榮平 結希さん
２年　英米文学ゼミ

工藤 茜さん
３年　社会心理学ゼミ

■記事　松田 典子（２年　情報社会論ゼミ）
　　　　小久保 綾乃（２年　広告コミュニケーションゼミ） MMU SHiP vol.05 6

―「
異
文
化
実
習
」に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

安
楽
（
以
下
、
安
）　
異
な
る
価
値
観
を
持
つ
人
々
と
交
流

し
た
い
と
い
う
思
い
が
も
と
も
と
あ
っ
た
の
で
す
が
、
い

ざ
「
異
文
化
実
習
」
に
参
加
し
よ
う
と
い
う
と
き
に
、
ど

の
国
に
行
く
か
で
迷
っ
て
し
ま
っ
て
。
そ
ん
な
時
、
中
山

先
生
の
授
業
を
受
け
て
英
国
に
興
味
を
持
っ
た
ん
で
す
。

参
加
を
決
め
て
か
ら
次
第
に
「
自
分
の
英
語
力
を
伸
ば
す

き
っ
か
け
に
す
る
ぞ
」
と
い
う
思
い
が
強
ま
り
ま
し
た
。

工
藤
（
以
下
、
工
）　
私
は
以
前
か
ら
ず
っ
と
英
国
に
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
Ｍ
Ｍ
Ｕ
と
ス

タ
ー
リ
ン
グ
大
学
が
協
定
を
締
結
す
る
と
知
っ
た
と
き
に

は
と
て
も
嬉
し
く
て
。
就
職
活
動
前
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
っ
て
参
加
を
希
望
し
ま
し
た
。

眞
榮
平
（
以
下
、
眞
）　
私
も
、
英
語
を
学
び
始
め
た
幼
い

頃
か
ら
英
国
に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
む
し
ろ
、
英
国
に
関

心
を
持
っ
た
か
ら
英
語
を
学
び
続
け
ら
れ
た
き
た
気
が
し
ま

す
。
将
来
は
英
国
で
働
き
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

―
そ
れ
ぞ
れ
に
色
々
な
思
い
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
実
際

に
出
発
す
る
ま
で
の
準
備
は
大
変
で
し
た
か
？

眞　
パ
ス
ポ
ー
ト
や
ビ
ザ
の
申
請
で
バ
タ
バ
タ
し
ま
し
た
ね
。

工　
ホ
テ
ル
の
手
配
等
、
自
分
た
ち
で
考
え
な
い
と
い
け

な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
入
念
に
準
備
し
な
い
と
大
変
だ
と

思
い
ま
し
た
。

安　
自
分
た
ち
で
計
画
を
立
て
た
り
、
実
際
に
行
く
場
所
を

考
え
た
り
す
る
の
は
、大
変
な
が
ら
も
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

―
準
備
の
段
階
か
ら
実
習
は
始
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

英
国
に
到
着
し
た
と
き
の
印
象
は
ど
う
で
し
た
か
？

眞　
い
ざ
、
英
国
に
着
く
と
景
色
や
建
物
が
と
て
も
き
れ

い
で
、
道
を
歩
く
だ
け
で
本
当
に
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
！

安　
食
べ
物
も
美
味
し
く
て
。
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
ン
ド
チ
ッ

プ
ス
が
特
に
。

工　
私
は
眞
榮
平
さ
ん
と
英
国
伝
統
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も

経
験
し
た
ん
で
す
。

眞　
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
し
ま
し
た
ね
。
ケ
ー
キ
と
か

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
か
本
当
に
美
味
し
か
っ
た
。

―
食
べ
物
の
印
象
が
強
い
ん
で
す
ね
（
笑
）。
学
校
生
活

や
寮
生
活
は
ど
う
で
し
た
か
？

安　
講
義
に
つ
い
て
い
け
る
か
心
配
な
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
最
初
に
受
け
た
テ
ス
ト
の
結
果
で
ク
ラ
ス
分
け
が
さ

れ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
講
義
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
。

眞　
仲
良
く
な
っ
た
地
元
の
学
生
に
Ｍ
Ｍ
Ｕ
で
フ
ラ
ン
ス

語
を
勉
強
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
話
し
た
ら
、
彼
女
が

と
て
も
流
暢
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
し
て
く
れ
て
。
そ
れ
で

「
私
も
も
っ
と
頑
張
ら
な
き
ゃ
！
」
っ
て
思
い
ま
し
た
ね
。

工　
地
元
の
友
達
を
つ
く
る
こ
と
っ
て
大
事
で
す
ね
。
た
い

て
い
午
前
中
は
講
義
で
、
午
後
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
し
た

が
、
そ
の
中
で
友
人
も
で
き
て
、
次
第
に
英
語
を
話
す
こ
と

に
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

眞　
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
は
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
や
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
等
、
日
本
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
体
験

が
で
き
て
と
て
も
新
鮮
で
し
た
！

安　
週
末
は
大
学
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
も
研
修
に
行
っ

た
よ
ね
。エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
、ネ
ス
湖
、グ
ラ
ス
ゴ
ー
…
、色
々

な
観
光
地
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

眞　
そ
う
で
す
ね
。
た
く
さ
ん
歩
い
て
と
て
も
疲
れ
た
け

ど
、
い
ろ
ん
な
建
物
、
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
興

奮
し
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。

工　
実
習
中
に
生
活
し
た
大
学
内
の
寮
が
お
城
だ
っ
た
の

に
は
驚
き
ま
し
た
ね
。
共
同
キ
ッ
チ
ン
だ
っ
た
の
で
、
み

ん
な
で
自
炊
し
て
ご
飯
を
食
べ
た
ん
で
す
が
、
食
材
を
焦

が
し
て
し
ま
っ
て
。
あ
の
と
き
は
焦
り
ま
し
た
ね
（
笑
）。

―
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
に
も
行
か
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

工　
私
、
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
が
好
き
な
ん
で
す
。
だ
か
ら

ロ
ン
ド
ン
で
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
の
世
界
観
に
触
れ
て
、
す

ご
く
興
奮
し
ま
し
た
。

安　
僕
は
、
大
英
博
物
館
の
ラ
イ
オ
ン
像
の
前
で
デ
モ
に

遭
遇
し
ま
し
た
。

眞　
パ
リ
で
は
ひ
た
す
ら
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
を
歩
い
た

よ
ね
。
こ
れ
が
長
く
て
長
く
て
（
笑
）。

―
異
文
化
実
習
で
の
色
々
な
経
験
を
通
し
て
、
得
ら
れ
た

も
の
は
何
で
す
か
？

安　
思
っ
て
い
る
こ
と
を
う
ま
く
言
葉
に
で
き
な
い
悔
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、
出
会
っ
た
人
た
ち
は
皆
、
拙

い
英
語
で
も
熱
心
に
聞
い
て
く
れ
た
ん
で
す
。
聞
い
て
く

れ
る
人
が
い
る
、
そ
れ
だ
け
で
も
っ
と
話
せ
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

眞　
「
も
っ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
思
い
は
も
ち

ろ
ん
、「
も
っ
と
勉
強
し
た
い
」
と
い
う
思
い
も
生
ま
れ

ま
し
た
。
飛
び
込
む
勇
気
を
持
っ
て
臨
め
ば
、
得
ら
れ
る

も
の
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

工　
自
信
が
な
か
っ
た
分
、
英
語
で
注
文
で
き
た
と
き
や

両
替
が
で
き
た
と
き
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
！　
英
語
で

話
し
た
い
と
い
う
欲
求
が
さ
ら
に
強
ま
り
ま
し
た
。
も
っ

と
上
手
に
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
も
う
一
度
英
国
に
行

き
た
い
で
す
ね
。



２ 様式等確認
ここでは、定められた作成
基準どおりに卒論が作成さ
れているか、学務課教務係
よりチェックを受けます。
１ページあたりの行数や枚
数など、基準が満たされて
いなかった場合は…
まさかの再提出！

出入口

３ 卒業証書の氏名確認
卒業証書の氏名が正しいか
確認します。

４ 進路の確認
就職支援室が卒業後の最終
的な進路の確認を行います。

５ 未返却図書の確認
図書館司書が返却していな
い図書がないか確認を行い
ます。

６ 卒論タイトルの確認
情報事務室が「卒業論文発
表支援システム」に登録さ
れているタイトルと、提出
した卒論のタイトルが一致
しているか確認を行います。

根岸さんの卒論執筆モチベーションヒストリー
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澤田さんの卒論執筆モチベーションヒストリー
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「
卒
業
論
文
」。
昨
今
、
卒
業
に
あ
た
っ
て
提
出
の
義
務

を
課
さ
な
い
大
学
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
大
学
生
は
、

学
生
生
活
に
お
け
る
勉
学
の
集
大
成
と
し
て
、
卒
業
論
文

を
書
き
上
げ
る
。
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
卒
論
執
筆
は
、
先
輩
の
卒
業

論
文
発
表
会
の
終
了
と
と
も
に
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
、
４
年

生
に
進
級
し
た
直
後
の
４
月
末
に
は
「
研
究
計
画
書
」
を

提
出
し
、
11
月
に
は
中
間
発
表
会
に
て
発
表
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
学
生
は
少
な

く
と
も
在
学
最
終
年
度
の
１
年
間
は
、
卒
論
執
筆
が
生
活

の
一
部
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
状
況
に
置
か
れ
る
。

　
数
あ
る
大
学
の
中
で
も
、
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
卒
論
は
特
徴
的
で

あ
る
。
例
え
ば
、
作
成
す
る
う
え
で
一
行
の
文
字
数
や
行

数
が
定
め
ら
れ
て
い
た
り
、
計
画
書
や
概
要
書
の
様
式
が

非
常
に
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
た
り
す
る
の
だ
。

　
ま
た
、
以
下
に
取
り
上
げ
る
「
卒
業
論
文
提
出
日
」
を

読
ん
で
い
た
だ
く
と
、
こ
れ
が
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ

と
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。
管
理
棟
の
２
階
に
あ

る「
特
別
会
議
室
」が
提
出
会
場
と
な
り
、そ
こ
に
は
様
々

な
部
署
の
事
務
局
職
員
が
提
出
に
来
る
学
生
を
待
ち
構
え

て
い
る
。
卒
論
を
提
出
で
き
る
の
は
、指
定
日（
２
０
１
３

年
度
は
２
０
１
４
年
１
月
23
日
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
半
の
間
の
み
。
そ
れ
以
外
で
の
提
出
は
認
め
ら
れ
て

い
な
い
。
提
出
に
来
る
学
生
の
様
子
も
様
々
で
あ
る
。
９

時
前
に
、
余
裕
を
持
っ
た
面
持
ち
で
や
っ
て
来
る
学
生
も

い
れ
ば
、
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て
駆
け
込
み
で
提
出
し
に
来

る
学
生
、
ゼ
ミ
の
教
員
や
仲
間
と
一
緒
に
提
出
に
来
る
学

生
も
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
無
事
に
提
出
を
終
え

る
と
晴
れ
や
か
な
顔
で
特
別
会
議
室
か
ら
出
て
く
る
。
後

輩
は
、
そ
ん
な
先
輩
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
い
ず
れ
来
る

自
ら
の
将
来
に
思
い
を
馳
せ
る
の
で
あ
る
。

特集２

卒
業
論
文

提
出
日
に

迫
る
！

卒業論文提出の様子

卒業論文提出後の有馬ゼミ（行政学）の皆さん

ー卒論提出までを振り返ってみてどうですか？
　国際関係論ゼミでは、２年後期から卒論の題材を決めて、
３年になるときには論文のテーマを決めるんです。そこか
らレジュメを書いて、自分のやりたいことをぼんやり理解
して、次の本を読んで行くうちにまたわからなくなって、
でもまとめたらまたちょっと理解して…その繰り返しでし
た。そんな状況であっても先生がとても厳しくて…でも、
そのおかげで最終的にきちんとした内容に仕上げることが
できたのかなぁ、と思っています。

ー卒論のテーマを決めたきっかけは？
　自分が興味・関心のある分野について、色々な先行論文
を読んでいく中で、特に「宗教」に関心を持ちました。中
でも、宗教に関連した政治の在り方に特徴がある、アフガ
ニスタン系を取り上げようと思っていたんですよ。でも色々
調べていくと、アメリカも特徴がある国だってことに気づ
き、掘り下げていったらすごく面白かったんですよね。そ
れがきっかけだと思います。

ー何が一番大変でしたか？
　先生が『論文の設計図』と仰るくらいに大事にされてい
た序論を書くことでしたね。先生の所に持って行って、書
き直しの指示を受けて…その繰り返し（笑）。でも次第に、
序論はこれから何について、どのように理論を構成し、展
開していくかを述べる部分なので、その重要さが分かって
きたんです。だから、必死になって考えて書きあげました。
大変だった分、先生から許可を頂けた時は本当に嬉しかっ
たなぁ。

ー印象深い思い出はありますか？
　一番記憶に残ってるのは、終章を書いていた時のことで
すね。終章は、今まで自分が積み上げてきたものの集大成
です。論文の内容を振り返るのはもちろんですが、何より、
改めて「ああ、私、卒業論文を書いてるなぁ」って実感を
深く感じることができたタイミングだったと思います。

ー卒論提出までを振り返ってみてどうですか？
　端的に言うなら「長かった」ね。American Studies ゼ
ミは英語で卒業論文を書き上げるので、日本語と英語にお
ける表現の違いの壁は大きかった。エッセイ等とは異なる、
論文ならではの難しさもあったしね。でも、いわゆる「ラ
ンナーズ・ハイ」になる時もあって、その点ではずっと大
変だったわけではなかったのかな。

ー卒論のテーマを決めたきっかけは？
　このゼミは、興味を持った本を１冊取り上げて、その本
について考察し、論文を書き進めるというスタイルなんだ。
僕は音楽に興味があったんだけど、なかなかその分野の本
がなくて。そんな中、音楽の分野とは違った分野でドクト
ローの『ラグタイム』という本を先生から勧められたことが、
テーマを決めるきっかけになったかな。

ー印象深い思い出はありますか？
　卒論執筆を通してアメリカという国を調べたんだけど、
今まで自分が信じていた情報が本質とは異なっている部分
がとても多くて驚いたよ。改めて異文化理解の難しさを
学べたいい機会だったと思う。特に『ラグタイム』では、
100 ～ 110 年前の「人種のるつぼ」時代のアメリカが舞
台だったから、その歴史的背景を掘り下げていく中で、今
までの自分の認識が変わっていく瞬間が何度もあったのは
印象深いね。

ーゼミの雰囲気はどうでしたか？
　納得のいく卒論執筆のために、先生は何度も何度も僕に
アドバイスをくれて、本当に良くしてくれた。ゼミ仲間は、
それぞれ卒論の進め方や時間の使い方が全然違っていたか
ら、自分自身と戦っていた感じだったかな。
　今思うと、リベラル・アーツというＭＭＵの特徴を生か
して、ゼミという枠組みを超えた意見交換会みたいなこと
をしてみたらよかったかなと思う。違う分野の研究をする
人に見てもらうことで、客観的視点も入りやすくなるしね。

■記事　山本 麻育子（３年　社会学ゼミ）

卒論提出
会場ツアー

会場：　管理棟２階　特別会議室
日時：　平成２６年１月２３日
　　　　午前９時から午後４時３０分まで

TARTS１

１ 受付
緊張の卒論提出は、
ここから始まります。

会場前には行列が

２

３

４

５

６

OAL!G

Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉｃ
ａ
ｎ

　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉｅ
ｓ
ゼ
ミ

国
際
関
係
論
ゼ
ミ

卒

論

提

出

直

後

の

２

名

に

直

撃

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

田中 宏明 教授（指導教員）　澤田 光佳 さんヒュー ニコル 教授（指導教員）　根岸 拓也 さん

澤田さんの卒業論文テーマ：
アメリカ政治の統合と分裂
宗教右派の政治化とその問題

根岸さんの卒業論文テーマ：
Ragtime: Metaphorical Historical Events 
and Criticism of Ideals

卒論計画書完成

教員採用試験
及び教育実習

モチベーションは
最高でも 70%

ＣＯＯＬにF I N I S H !

卒論計画書完成

序論提出で
つまづく

ラストスパートで
１００％超え！！

Ｈ Ｏ Ｔ にF I N I S H !



私を変えた一冊。
One book that changed me.

日本の歴史（15）
大名と百姓（中公文庫）
佐々木潤之介（著）

著者が史料に基づき探し
出した実在の百姓「七右
衛門」を主人公として、
彼の視点から、史料を交
えつつ江戸初期の農民た
ちの生活、幕藩体制の成
立過程、農政などを映し
出した一冊。

ルリユールおじさん
（講談社）
いせひでこ（著）

〈ルリユール〉とは製本職人
のこと。少女ソフィーが大切
にしていた植物図鑑。壊れて
しまったその図鑑をルリユー
ルのおじさんが丁寧に直して
いく。２人の会話に心が温ま
り、本に対する愛情が静かに
伝わる。

行かずに死ねるか！
（幻冬社文庫）
石田ゆうすけ（著）

七年半の歳月をかけて、自
転車で世界一周を果たした
著者の大紀行エッセイ。砂
漠の中で追剥ぎに遭ったり、
旅先で恋に落ちたり。涙あ
り、笑いあり、苦労ありの
連続の旅。その先に著者が
見たものは…。

MEDIA
今回の噂：
やたらと長い名前の
サークルがあるらしい

CIRCLE DE
GOSHiP
gosship= ゴシップ＝噂。
MMUの部活・サークルに関する
噂の真実を調査。

■
記
事　
松
田 

典
子
（
２
年　
情
報
社
会
論
ゼ
ミ
）

　
　
　
　
小
久
保 

綾
乃

　
　
　
　

 （
２
年 　
広
告
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゼ
ミ
）

No.5

　
取
材
中
も
、
何
や
ら
真
剣
に
話
し
合
う
メ
ン
バ
ー
の

皆
さ
ん
。
一
体
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

古
澤　
最
近
ま
で
、
ひ
む
か
か
る
た
大
会*

の
運
営
や

講
演
会
の
企
画
、Ｃ
Ｍ
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

企
画
段
階
か
ら
自
分
た
ち
で
作
り
上
げ
る
の
で
大
変
で

す
が
、他
の
サ
ー
ク
ル
で
は
で
き
な
い
活
動
ば
か
り
で
、

や
り
が
い
と
誇
り
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

後
は
、
も
っ
と
自
分
た
ち
だ
け
で
で
き
る
活
動
の
幅
を

広
げ
、
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
宮
崎
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
ひ
む
か
か
る
た
大
会
：
宮
崎
県
内
の
小
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
作

品
３
，
０
０
０
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
読
み
札
と
、
本
学
の
学
生
が

描
い
た
絵
札
か
ら
な
る
郷
土
か
る
た
を
使
っ
た
競
技
大
会
。

活
動
内
容
は
？

設
立
の
き
っ
か
け

噂
の
真
相
は
…
。

　
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
課
外
活
動
団
体
（
部
・
サ
ー
ク
ル
）
の

中
で
、
最
も
長
い
名
前
の
サ
ー
ク
ル
が
最
近
設
立
さ

れ
た
！
と
の
噂
を
聞
き
つ
け
た
記
者
は
、
早
速
調
査

を
開
始
し
た
。
周
辺
の
聞
き
込
み
か
ら
、
お
昼
休
み

に
活
動
し
て
い
る
と
判
明
、
彼
ら
に
突
撃
取
材
を
試

み
た
！

古
澤　
正
式
名
称
は
「
宮
崎
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
ひ
む
か
メ
デ
ィ
ア
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
言
い
ま
す
。
そ

の
名
の
通
り
、
社
会
人
が
活
動
を
し
て
い
る
「
宮
崎

中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と

宮
崎
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
社
会
人
だ
け
の
グ

ル
ー
プ
で
し
た
が
、
学
生
た
ち
と
共
に
宮
崎
を
盛
り

上
げ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
を

グ
ル
ー
プ
に
加
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
方
々
は
宮
崎
の
弱
み
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
発

信
を
強
化
す
る
と
同
時
に
、
私
た
ち
学
生
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ひむかメディアアクション　部長
古澤 里奈さん　２年
大衆文化・出版文化論ゼミ
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そ
ん
な
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、
４
年
生

の
河
野
瑞
紀
さ
ん
。
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
立
ち

上
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。

河
野　
２
０
１
２
年
に
、
本
学
Ｏ
Ｂ
主
催
の
講
演
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
、
Ｏ
Ｂ
の

方
が
参
加
し
て
い
る
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
存
在
を

知
り
、
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
す
る
中
で
、
社
会
人
と

若
者
と
の
つ
な
が
り
が
持
て
る
場
が
少
な
い
と
お
聞

き
し
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
こ
の
サ
ー
ク
ル
を
立
ち

上
げ
た
ん
で
す
。

S
H
iP
P
O
R
I

S
H
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P
O
R
I

S
H
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P
O
R
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い
い
だ
し
っ
ぺ

連
続
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ　
そ
の
４

批
判
的
思
考
の
す
す
め

　
梅
津
先
生
か
ら
バ
ト
ン
を
引
き
継
い
だ
川
瀬
で
す
。

　

梅
津
先
生
は
「
歴
史
ド
ラ
マ
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の
」

と
し
て
「
熟
考
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
あ
げ
、「
現
代

人
に
必
要
な
の
は
熟
考
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

私
も
ま
っ
た
く
同
感
で
す
。
で
も
、梅
津
先
生
は
「
熟
考
」

の
中
身
・
内
容
に
は
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ

こ
で
は
「
熟
考
」
の
中
身
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
、
じ
っ

く
り
、
よ
ー
く
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
熟
考
と
は
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
で
す
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
時
代
の
熟
考
と
は
「
論
理
的
で
偏
り
な
く
考
え

る
こ
と
」「
自
分
自
身
の
思
考
過
程
を
振
り
返
っ
て
吟
味

す
る
こ
と
」「
ど
ん
な
情
報
も
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
批
判
的・

懐
疑
的
に
考
え
る
こ
と
」
で
は
な
い
で
は
な
い
か
思
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
批
判
的
思
考
（
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ

ン
キ
ン
グ
）
で
す
ね
。

　
批
判
的
思
考
と
そ
の
よ
う
な
態
度
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な

情
報
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。
多
様
化
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
は
、
自
分
と
意

見
や
考
え
方
が
違
う
人
々
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
、
そ
の
考
え
・
意
見
を
聞
い
て
、
適
切
に
対
応

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ソ
と
ホ

ン
ト
が
交
じ
り
合
い
、
あ
ち
こ
ち
矛
盾
だ
ら
け
の
情
報

か
ら
仕
事
や
生
活
に
必
要
な
内
容
を
正
し
く
読
み
取
り
、

正
確
に
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・

シ
ン
キ
ン
グ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
一
般
教
養
と
し

て
、
大
学
で
学
ぶ
べ
き
重
要
な
ス
キ
ル
で
あ
り
、
態
度

な
の
で
す
。

◆
執
筆

　
川
瀬 
隆
千 

教
授

　
（
社
会
心
理
学
ゼ
ミ
）

　
手
前
味
噌
に
な
り
ま
す
が
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン

キ
ン
グ
を
身
に
つ
け
る
に
は
心
理
学
を
学
ぶ
こ
と
が
近

道
だ
と
思
い
ま
す
。
本
学
学
生
に
は
社
会
心
理
学
の
講

義
で
も
話
し
て
い
ま
す
が
、
人
間
の
情
報
処
理
能
力
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
し
、
認
知
や
行
動
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
歪
み
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
情
報
を
単
純
化
し
て

把
握
し
よ
う
と
し
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
や
偏
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。
周
り
の
人
た

ち
に
つ
ら
れ
て
行
動
し
て
し
ま
う
同
調
や
、
自
尊
心
を

維
持
す
る
た
め
に
他
者
を
貶
め
る
行
動
な
ど
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
責
任
の
分
散
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

他
者
を
援
助
す
べ
き
場
面
で
援
助
行
動
が
起
こ
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
心
理
学
は
こ
れ
ら
の
現
象
を
科
学

的
な
方
法
論
に
よ
っ
て
解
明
し
て
き
た
の
で
す
。

　
心
理
学
を
通
し
て
、
人
間
の
特
徴
や
傾
向
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
思
考
と
態
度
、

す
な
わ
ち
、
論
理
的
で
偏
り
な
く
考
え
、
自
分
自
身
の

思
考
過
程
を
振
り
返
っ
て
吟
味
し
、
ど
ん
な
情
報
も
鵜

呑
み
に
せ
ず
、
批
判
的
・
懐
疑
的
に
考
え
る
こ
と
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
思
考
と
態
度
を
身
に
つ
け
る
の
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
良
い
習
慣
を
身
に
つ
け
る
に

は
そ
れ
な
り
の
努
力
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。
毎
日
の
運

動
が
健
康
な
身
体
を
作
る
よ
う
に
、
よ
り
よ
く
考
え
る

た
め
に
は
そ
れ
な
り
の
訓
練
が
必
要
で
す
。
学
生
の
皆

さ
ん
に
は
、
思
考
を
訓
練
す
る
絶
好
の
場
で
あ
る
大
学

を
有
効
に
使
っ
て
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
思
考
と
態
度
を

磨
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
は
宮
元
先
生
に
お
願
い
し
ま
す
。

１
９
６
１
年
生
ま
れ
。
専
門
は
社
会
心
理
学
。
立
教
大
学
大
学
院
博

士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
青
森
中
央
短
期
大
学
専
任
講
師
を
経

て
、
１
９
９
３
年
開
学
当
初
か
ら
Ｍ
Ｍ
Ｕ
へ
赴
任
。

荻 明宏さん
３年 経済学ゼミ

大賀 郁夫 教授
歴史学ゼミ

市木 友梨さん
３年 日本文学ゼミ

大
賀
　私
は
幼
い
頃
、
い
わ
ゆ
る
鍵
っ
子
で
、
一
人
で
本

を
読
ん
で
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
空
想
の
世
界

で
遊
ん
で
い
ま
し
た
（
笑
）。
そ
れ
か
ら
歴
史
を
好
き
に

な
っ
て
、
特
に
宮
崎
の
こ
と
、
郷
土
史
を
勉
強
し
た
い
な

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
史
学
科
に
入
っ
て

ど
の
時
代
を
選
ぶ
か
に
悩
ん
だ
ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き
に

こ
の
『
日
本
の
歴
史
（
大
名
と
百
姓
）』
と
い
う
本
を
読

ん
だ
ん
で
す
。
作
者
の
佐
々
木
潤
之
介
さ
ん
は
、
非
常
に

難
し
い
論
文
を
書
く
人
な
の
で
す
が
、
こ
の
本
は
小
説
仕

立
て
に
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も
読
み
や
す
く
、
面
白
か
っ

た
。
こ
の
本
の
冒
頭
に
は
、「
旧
家
を
訪
ね
て
ド
キ
ド
キ

し
な
が
ら
葛つ
づ
ら籠

を
開
け
た
ら
史
料
が
出
て
き
た
、
と
て
も

感
動
し
た
」と
い
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
る
の
で
す
が
、

実
際
、私
も
カ
メ
ラ
を
担
い
で
山
奥
の
一
軒
家
に
行
っ
て
、

同
じ
よ
う
に
史
料
を
出
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
。

そ
の
感
動
も
相
ま
っ
て
、
近
世
を
専
攻
し
よ
う
と
決
め
た

き
っ
か
け
に
な
っ
た
本
だ
と
言
え
ま
す
ね
。
市
木
さ
ん
、

荻
く
ん
の
一
冊
っ
て
何
で
す
か
？

市
木
　私
も
、
実
家
に
た
く
さ
ん
本
が
あ
っ
た
の
で
、
小

さ
な
頃
か
ら
自
然
と
本
を
読
む
の
が
好
き
で
し
た
。た
だ
、

中
学
生
の
頃
に
太
宰
と
か
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
読
ん

で
い
て
、
結
構
背
伸
び
し
て
い
た
ん
で
す
（
笑
）。
本
を

読
む
と
い
う
行
為
が
高
尚
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
も
あ
っ
て
。
そ
れ
を
変
え
て
く
れ
た
の
が
、
こ
の
『
ル

リ
ユ
ー
ル
お
じ
さ
ん
』
と
い
う
絵
本
で
、
19
歳
の
誕
生
日

に
友
達
か
ら
も
ら
い
ま
し
た
。
19
歳
で
絵
本
を
読
む
な
ん

て
自
分
で
も
驚
き
で
し
た
が
、「
背
伸
び
」
の
意
識
が
な

く
な
っ
て
（
笑
）。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
い
ろ
ん
な
文

章
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
大
学
に
入
っ

て
か
ら
は
、
評
論
や
短
歌
集
な
ど
を
手
に
取
る
よ
う
に
も

な
り
ま
し
た
。
あ
と
、
こ
の
絵
本
は
製
本
職
人
の
お
話

な
ん
で
す
が
、
本
に
対
す
る
愛
情
に
と
て
も
共
感
し
て
、

「
や
っ
ぱ
り
私
は
本
が
好
き
な
ん
だ
な
ぁ
」
と
い
う
こ
と

を
再
確
認
さ
せ
て
く
れ
た
本
で
す
。

荻
　僕
は
こ
の
、『
行
か
ず
に
死
ね
る
か
』
と
い
う
、
自

転
車
で
世
界
を
一
周
し
た
エ
ッ
セ
イ
本
に
と
て
も
影
響
を

受
け
ま
し
た
。
僕
は
愛
知
県
出
身
で
し
て
、
高
校
生
の
頃

に
友
人
と
知
多
半
島
を
一
周
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
…

い
わ
ゆ
る
マ
マ
チ
ャ
リ
で
（
笑
）。
家
族
旅
行
に
も
よ
く

行
っ
て
い
た
の
で
旅
に
は
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、

大
学
受
験
の
勉
強
を
し
て
い
る
と
き
に
こ
の
本
を
読
ん
で
、

ま
す
ま
す
旅
に
惹
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、「
俺
も
大
学

生
に
な
っ
た
ら
絶
対
自
転
車
旅
行
す
る
ぞ
」
っ
て
。
そ
れ

で
実
際
に
大
学
１
年
の
夏
に
必
死
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
お

金
を
貯
め
て
、
自
転
車
を
買
っ
て
装
備
を
揃
え
て
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。
マ
マ
チ
ャ
リ
し
か
持
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
（
笑
）。
そ
し
て
そ
の
年
に
、
宮
崎
か
ら

愛
知
ま
で
自
転
車
で
野
宿
し
な
が
ら
旅
を
し
ま
し
た
ね
。

た
だ
、
台
風
に
遭
っ
て
し
ま
っ
て
。
愛
知
で
友
人
と
会
う

約
束
を
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
日
に
間
に
合
う
よ
う
自
転

車
を
漕
い
だ
の
で
す
が
、
台
風
の
速
度
が
自
転
車
と
同
じ

だ
っ
た
の
で
、
ず
っ
と
台
風
と
一
緒
に
走
っ
て
い
ま
し
た

（
笑
）。

大
賀
　そ
れ
は
大
変
で
し
た
ね
。
で
も
、
お
二
人
と
も
本

か
ら
受
け
て
い
る
影
響
っ
て
大
き
い
で
す
ね
。
ま
た
、
学

ぶ
こ
と
も
多
い
。
自
ら
が
学
ぶ
テ
ー
マ
を
興
味
本
位
で
決

め
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
阿
部
謹
也
さ
ん
の

『
自
分
の
な
か
に
歴
史
を
よ
む
』
と
い
う
本
で
、彼
は
「
そ

れ
を
や
ら
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
テ
ー
マ
を
選
べ
」

と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
く
ら
い
真
剣
に
テ
ー
マ
を

選
ば
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
と
。
私
は
そ
の
言
葉
に
改
め

て
学
ば
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

市
木
　ゼ
ミ
の
渡
邊
先
生
か
ら
紹
介
さ
れ
て
読
ん
だ
、
米

原
万
里
さ
ん
の
『
嘘
つ
き
ア
ー
ニ
ャ
の
真
っ
赤
な
真
実
』

と
い
う
本
を
読
ん
で
、
本
を
書
く
人
っ
て
文
化
を
大
切
に

さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
実
は
私
も
宮

崎
の
文
化
に
携
わ
る
仕
事
が
し
た
い
な
、
と
ず
っ
と
思
っ

て
い
て
。
文
化
と
人
々
の
生
活
を
結
ぶ
こ
と
を
し
た
い
、

そ
ん
な
野
望
を
持
っ
て
い
ま
す
ね
。

荻
　僕
は
九
州
や
四
国
を
一
周
し
ま
し
た
が
、
途
中
で
と

て
も
キ
ツ
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
北
海
道
縦
断

の
旅
に
出
た
と
き
、
僕
の
自
転
車
は
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
は

な
く
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
な
の
で
、
僕
と
同
じ
よ
う
に
自
転
車

旅
行
し
て
い
る
方
か
ら
「
な
ん
で
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
？
」
と

言
わ
れ
た
り
。
こ
の
本
に
も
、
最
初
は
と
て
も
楽
し
そ
う

に
旅
を
始
め
て
い
る
ん
で
す
が
、
非
日
常
で
あ
る
は
ず
の

旅
行
が
だ
ん
だ
ん
日
常
に
な
る
と
い
う
か
、
中
だ
る
み
を

し
て
く
る
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で

の
旅
を
通
し
て
、
自
転
車
旅
行
に
限
ら
ず
何
を
す
る
に
し

て
も
、「
走
り
続
け
な
い
と
目
的
地
に
は
た
ど
り
着
け
な

い
」、
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写真中央が河野さん
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学生独自の発想力・視点から、新しい宮崎
の魅せ方を提案する

plan 1

広告コミュニケーションゼミ presents 

■記事　広告コミュニケーションゼミ生　一同

　全国各地で七福神がブームとなっているが、宮崎にも七福神が
存在する。今回、延岡の今山八幡宮に祀られている恵比須に注目し、
さらにはこの土地の魅力「鮎やな」と合わせて紹介したい。

えびすさんと鮎やなで
町おこし！

うまいもんロードで
美味しくドライブ！

「商売繁盛」の秘密 !?
　宮崎県では延岡市今山八幡宮で祀られている恵比
須神。「商売繁盛の神」としてよく知られている
が「鯛と釣竿を持っている」という風貌から、
古くは「大漁追福」の漁業の神であった。
　そののち大漁を願った漁師たちは、市場
でも恵比寿様の像を祀るようになった。そ
うすると、その市場は段々と繁盛する
ようになり、商人たちから注目され、
たちまち、「商売繁盛の神」と言わ
れるようになった。

今年の広告コミュニケーションゼミは、綾の「水」、延岡の「恵比須」について紹介さ
せていただきます！　宮崎 =南国というイメージが強いと思いますが、今回はそんな宮
崎のあまり知られていない一面について紹介します！　新たな宮崎の魅力を再発見し、
興味をひかれたあなた！　ぜひ一度、足を運んでみてはいかがですか？

26

17酒泉の杜

郵便局保育所

保育園

弁天神社
御年神社

綾町体育館
綾郵便局

町営プール
綾町役場

本庄川

綾町役場

40

至宮崎市

至小林市

綾町うまいもんロード

オーガニック
ごうだ

大山食品パン工房綾
小学校

お薬の延長！？　「薬膳料理」

オーガニックごうだ

　パン工房綾は県内外に多くのファンを持つ知る人ぞ知るカフェ
も兼ねているパン屋さんだ。特に人気はオレンジパン。綾産の落
花生と有機栽培のいよかんのピールが
ベストマッチだ。自然に囲まれた豊かな
景観を楽しみながら自分で選んだコー
ヒーカップでコーヒーをいただける。水
も食材も素材にこだわったパン工房綾
のパンを一度食べたら、もう一度食べ
たくなるのは間違いないだろう。

〒880-1301
宮崎県東諸県郡綾町入野４８４-１７
0985-77-3264

天然酵母でおいしいパン作り

パン工房　綾
綾の天然水と自然が産み出す酢

大山食品
　大山食品株式会社は、昭和５年から創業している食品会社だ。
主にお酢などの調味料を多く製造・販売している。全商品の製造
過程に、名水百選にも選ばれた綾の地下水が使われている。
　なかでも玄米酢は、甕を使って発酵と熟成を１年間かけて行う
創業以来の伝統的な製法で作られて
いる。綾町のクセのないきれいな水
と、南国の太陽の力があってからこ
そ、まろやかなお酢が出来上がるの
だ。

〒880-1302
宮崎県東諸県郡綾町大字北俣4538
0985-77-1630

　綾で採れた食材に、綾の新鮮な湧き水。オーガニックごうだで
はあなたの体に優しいお食事を頂くことができる。店内はキャン
ドルライトのような淡いオレンジで装飾
され、素敵な雰囲気のカフェのよう。日々
のわずらわしさを忘れ、ここで店長の郷
田美紀子さんに、健康についてお話を
伺ってみるのはいかがだろう？　一日限
定 20食、予約をしていくと確実だ。

〒880-1303
宮崎県東諸県郡綾町南俣３０３-４
0985-77-0045

plan 1

綾町

plan 2

延岡市

　宮崎市の西側、約２０kmに位置する東諸県郡綾町。九州中央
山地に密接した綾町は、二本の一級河川と世界有数の豊かな照葉
樹林帯に囲まれています。そんな綾町には、豊かな環境が生み出
す食材を巧みに提供しているお店や企業がたくさんあり、なんと
それらはほぼ一本の道でつながっています！　広告コミュニケー
ションゼミでは、この道を「綾町うまいもんロード」として、そ
の魅力を皆さんに紹介します。

今山八幡宮　えびすさん

大瀬川（鮎やなスポット）

綾町

plan 2
延岡市

今山八幡宮
　〒882-0055宮崎県延岡市山下町１－３８７５
日本一の鮎やな
　〒882-0803　宮崎県延岡市大貫町３丁目７１８番地地先
　0982-23-1905 
　（開催期間以外…延岡観光協会　0982-29-2155）

鮎やな師の想い
 「技術の進歩によって昔よりはや
なを仕掛ける手間は軽減されまし
たが、約２カ月間の鮎やな漁のた
めに、毎年半年程かけて、手編み
作業から始めます。鮎やなの一番
の魅力は、鮎が落ちてくる姿を目
の前で見られる事です。先ほど話
したように鮎やなは非常に手間が
掛かります。私たち、鮎やな師が
それでも鮎やなを続けているのは、

伝統鮎やな師
高橋 生矢 さん

大瀬川沿いの日本一の鮎やな
　鮎やな漁は、手間のかかる毎日の点検・高い材料費などによ
り、全国的に年々数が減少しているという。そんな中でも、延
岡市の五ヶ瀬川では 130ｍにも及ぶ日本一の鮎やなが存在して
いる。桟橋を設置し、実際に鮎が落ちる姿は想像以上にダイナ
ミック！！また運が良ければ、鮎やなのすぐ下で産卵している
姿を見ることができるかも！？　すぐそばの堤防の上で鮎やなを
見ながら鮎を食べられるいろり席もありますよ～！

開催期間 ：10月１日～12月第１週日曜日（予定）

「商売繁盛」の秘密 !?
　宮崎県では延岡市今山八幡宮で祀られている恵比
須神。「商売繁盛の神」としてよく知られている
が「鯛と釣竿を持っている」という風貌から、
古くは「大漁追福」の漁業の神であった。
　そののち大漁を願った漁師たちは、市場
でも恵比寿様の像を祀るようになった。そ
うすると、その市場は段々と繁盛する
ようになり、商人たちから注目され、
たちまち、「商売繁盛の神」と言わ

大瀬川沿いの日本一の鮎やな
　鮎やな漁は、手間のかかる毎日の点検・高い材料費などによ
り、全国的に年々数が減少しているという。そんな中でも、延

規模日本一の鮎やなに誇りを持っていて、伝統のある鮎やなを
もっと若い人達など多くの人に知ってもらいたいからです」。

今山八幡宮の日本一の階段
　えびすさんが祀られている今山八幡宮の境内には、御影石によ
る石段があります。この石段は、明治にえびすさんとともに大阪
から奉納されたものです。東参道１４８段、南参道１３７段の御
影石の石段は他に例を見ない１段１本もので、この石

せきしつ
質は日本一

だという声も多くあります。

延岡市

延岡駅

日豊本線
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考
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）
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学
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大
学
祭
「
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祭
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催
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３
日
）
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学
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市
民
の
方
を
対
象
に
、
人
文
学
部
を
抱
え
る
大
学
と

し
て
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
お
伝
え
す
る
べ
く
企
画
さ

れ
た
本
講
演
は
、「
生
き
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
」
と
題
し
、

講
師
に
住
田
裕
子

弁
護
士
を
迎
え
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
長
寿
安

心
会
の
会
長
で
も

あ
る
住
田
弁
護
士
。

健
康
や
税
務
、
そ

し
て
法
律
と
い
っ

た
多
岐
に
わ
た
る

角
度
か
ら
、
よ
り

よ
く
人
生
を
歩
む

方
法
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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開
学
20
周
年
記
念
講
演
会
を

開
催

　
マ
ラ
ソ
ン
・
ト
ザ
ン
・
ロ
ン
ブ
ン

　
私
事
で
す
が
、
２
０
１
２
年
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
は
じ

め
、
そ
の
力
試
し
に
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
マ
ラ
ソ
ン
の
違
い
と
し
て
、
マ

ラ
ソ
ン
は
多
く
の
方
の
声
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
普
段
で

は
走
り
き
ら
な
い
距
離
を
走
破
し
、
そ
の
先
に
待
ち
構
え

し
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
テ
ー
プ
を
切
る
こ
と
で
達
成
感
を
味
わ

え
る
点
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
３
年
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
登
山
も
始

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
山
を
登
る
こ
と
自
体

へ
の
楽
し
み
と
い
う
よ
り
も
、
登
っ
た
先
の
何
か
を
求
め

て
し
ま
う
私
は
、
山
頂
の
景
色
が
素
晴
ら
し
い
山
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
ま
す
（
ち
な
み
に
、
２
０
１
３
年
は

韓か
ら
く
に
だ
け

国
岳
と
行む

か
ば
き
や
ま

縢
山
と
い
う
山
を
登
り
ま
し
た
）。

　
話
は
変
わ
っ
て
、
今
回
の
表
紙
及
び
特
集
２
で
取
り
上

げ
た
「
卒
業
論
文
提
出
日
」。
こ
れ
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｕ
な
ら
で

は
の
一
風
変
わ
っ
た
行
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
私
の
出
身
大
学
で
は
、製
本
し
た
卒
業
論
文
２
冊
を
、

１
冊
は
担
当
教
員
に
渡
し
、
１
冊
は
事
務
室
の
箱
に
置
い

て
お
く
だ
け
…
だ
っ
た
よ
う
な
。
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
卒
業
論
文
提

出
の
「
儀
式
」
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
す
る
と
大
変
な

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
だ
ろ
う
な
ぁ
と
思
い
な
が
ら
、
一
方
で
少

し
羨
ま
し
い
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
提
出
の
儀
式

が
、卒
業
論
文
の
執
筆
、ひ
い
て
は
大
学
生
活
全
体
の
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
テ
ー
プ
で
あ
り
、
山
頂
の
絶
景
で
あ
る
よ
う
に

思
う
か
ら
で
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、職
員
の
厳
し
い
審
査
の
目
を
通
過
し
て
、

卒
業
論
文
提
出
の
会
場
で
あ
る
特
別
会
議
室
を
出
た
後
の

達
成
感
に
満
ち
溢
れ
た
学
生
の
皆
さ
ん
の
表
情
は
格
別
に

素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。在
学
中
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
、

苦
し
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
全
て
を
振
り
返
る
ひ
と
と
き
に

な
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
今
後
全
く
同
じ
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何
か
に
一
生
懸
命
に
な
り
、
達
成

を
為
し
得
て
人
と
し
て
少
し
で
も
大
き
く
な
る
こ
と
を
続

け
て
い
き
た
い
な
、
と
思
っ
た
１
月
23
日
で
し
た
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　
■
担
当　
田
辺 

邦
晃
（
企
画
総
務
課 

企
画
係
）

11121
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『
Ｍ
Ｍ
Ｕ　

Ｓ
Ｈ
ｉ
Ｐ
』
に
関
わ
っ
て
き
て

１
年
が
過
ぎ
、
こ
の
コ
メ
ン
ト
の
ネ
タ
が
尽
き

ま
し
た
…
（
笑
）。 

し
か
し
毎
号
の
企
画
案
一
つ

一
つ
に
込
め
ら
れ
た
各
担
当
の
思
い
に
底
は
な
い

で
す
！　
そ
ん
な
情
熱
を
広
報
誌
に
載
せ
た
我
々

の
思
い
を
皆
様
に
感
じ
て
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
古
川 

瑠
衣
（
３
年　
中
国
文
化
論
ゼ
ミ
）

　
今
回
は
特
集
で
は
な
く
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
企
画
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
の
ん
び
り
屋
の

私
で
し
た
が
、
周
り
の
方
々
の
お
陰
で
無
事
に
書

き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！　
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
ま
せ
！

　
山
本 

麻
育
子
（
３
年　
社
会
学
ゼ
ミ
）

　

初
め
て
『
Ｍ
Ｍ
Ｕ　

Ｓ
Ｈ
ｉ
Ｐ
』
の
編
集
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
大
変
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。『
Ｍ
Ｍ
Ｕ　

Ｓ
Ｈ
ｉ
Ｐ
』
制

作
に
関
わ
る
こ
と
が
出
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
取
材
に
協
力
し
て
頂
い
た
方
々
、

担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た
職
員
記
者
の
桒
原
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
小
久
保 

綾
乃

　
（
２
年 　
広
告
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゼ
ミ
）

　
今
回
初
め
て
制
作
に
携
わ
り
、
企
画
や
制
作
す

る
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
取
材

に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　
松
田 

典
子
（
２
年　
情
報
社
会
論
ゼ
ミ
）

　
今
回
、
製
作
初
挑
戦
。
白
紙
４
ペ
ー
ジ
で
何
を

伝
え
る
の
か
？　

試
行
錯
誤
・
充
実
の
日
々
で
し

た
。
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
、

ま
た
、『
Ｍ
Ｍ
Ｕ　

Ｓ
Ｈ
ｉ
Ｐ
』
を
手
に
取
っ
て

く
だ
さ
っ
た
あ
な
た
に
、
感
謝
で
す
！

　
多
田 

恵
菜
（
１
年
）

　
留
学
特
集
は
い
か
が
で
し
た
か
？　
本
学
の
先

輩
方
と
の
会
食
の
際
は
、
高
確
率
で
海
外
生
活
の

思
い
出
が
話
題
に
上
が
り
、
高
頻
度
で
他
言
語
が

飛
び
交
い
ま
す
。

　
上
野 

麻
衣
（
１
年
）

学

生

記

者

紹

介

編

集

後

記

宮崎公立大学広報誌『ＭＭＵ ＳＨｉＰ』ｖｏｌ．５はお楽しみいただけましたか？
読者の皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしております！　右記のＥメールアドレスへお送りください。

ＭＭＵの新着情報は、ウェブサイトでもご確認いただけます

＞＞＞

２
０
１
４
年
度
よ
り

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
し
ま
す

Extra
News　

こ
れ
ま
で
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
と
英
語
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
運
用
能
力
の
養
成
に

注
力
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
進
化

さ
せ
る
べ
く
２
０
１
４
年
度
か
ら
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
導
入
し
ま
す
。

　
専
門
課
程
を
「
言
語
・
文
化
専
攻
」「
メ
デ
ィ
ア
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
」「
国
際
政
治
経
済
専
攻
」

に
集
約
。
１
専
攻
を
体
系
的
に
学
び
専
門
性
を
高
め

る
と
同
時
に
、
他
の
２
専
攻
も
横
断
的
に
学
習
し
、

広
い
領
域
に
わ
た
る
専
門
性
も
養
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
語

学
力
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
実
践
的
な
ス
キ
ル
も
バ
ラ
ン
ス

よ
く
身
に
つ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
設
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

VOICEVOICREAL
MMU MEMBERSHiP テーマ

うちらマブダチ！
アットホームな雰囲気で学生間の距離が近いＭＭＵですが、学生
の出身地は日本全国に広がっているので、新入生はほぼ初対面。
じゃあみんな最初はどうやって友達を作ってるの？
「マブダチ」を自認する１年生に生の声を聞いてみました！！

宗重 杏奈さん　１年

兵庫県姫路市出身。おっとりした
外見とは裏腹にタバスコや一味唐
辛子等、辛いものに目がない。

長谷部 果歩さん　１年

福岡県北九州市出身。もつ鍋をこ
よなく愛するちゃきちゃきの福岡
人。

記
者
（
以
下
、
記
）　 

２
人
の
出
会
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

長
谷
部
（
以
下
、
長
）
Ｍ
Ｍ
Ｕ
に
合
格
後
、
地
元
の
友
人
で

同
じ
大
学
に
進
学
す
る
子
が
い
な
か
っ
た
の
で
、「
入
学
式
ま

で
に
友
人
を
見
つ
け
な
き
ゃ
」
と
思
っ
て
、
ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ

ｏ
ｋ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
在
籍
大
学
が
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
人
に
片
っ

端
か
ら
「
友
達
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
！
」
と
友
達
申
請
を
送
っ

た
ん
で
す
ね
。

記　
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
！

長　
新
入
生
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
４
年
生
の

先
輩
が
「
ご
め
ん
、
私
も
う
す
ぐ
卒
業
な
ん
だ
。
友
達
が
見
つ

か
る
と
い
い
ね
」
と
優
し
く
返
事
を
く
れ
た
こ
と
も
…
。

宗
重
（
以
下
、
宗
）
そ
の
申
請
を
送
り
つ
け
ら
れ
た
う
ち
の
１

人
が
私
な
ん
で
す
。
私
も
遠
方
か
ら
の
進
学
で
友
人
が
で
き
る

か
ど
う
か
不
安
だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
意
気
投
合
し
ま
し
た
。

記　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
で
す
よ
ね
。
現
代
的
…
。

長　
そ
れ
で
入
学
式
の
日
に
講
堂
の
入
口
で
待
ち
合
わ
せ
て
、

「
宗
重
さ
ん
？
」「
長
谷
部
さ
ん
？
」「
う
わ
ー
！
」み
た
い
な（
笑
）。

宗　
で
も
今
思
え
ば
、
入
学
式
の
前
日
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
ハ
セ
ベ
に
会
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で

写
真
を
見
て
い
た
か
ら
、「
ひ
ょ
っ
と
し
て
あ
の
子
ち
ゃ
う
か

な
ぁ
、
で
も
声
か
け
て
違
っ
て
た
ら
恥
ず
か
し
い
な
ぁ
」
と

悶
々
と
し
て
、結
局
、柱
の
陰
か
ら
じ
っ
と
見
つ
め
て
ま
し
た
。

記　
怖
っ
！

長　
初
め
て
会
っ
た
日
の
翌
日
に
は
お
泊
り
し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
に
買
い
物
に
出
か
け
て
、
初
対
面
と
い
う
感
じ
は

全
然
な
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
れ
は
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
学
生
全
体
に
言
え

る
こ
と
で
す
け
ど
、
人
見
知
り
す
る
人
が
少
な
く
て
友
人
に
な

り
や
す
か
っ
た
で
す
。

記　
と
て
も
仲
良
し
な
の
が
伝
わ
っ
て
き
て
こ
ち
ら
も
照
れ

て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
相
手
の
「
こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
…
」

と
い
う
と
こ
ろ
は
な
い
ん
で
す
か
？

宗　
ハ
セ
ベ
は
め
っ
ち
ゃ
寝
る
ん
で
す
。
１
日
９
時
間
と
か

ざ
ら
に
あ
っ
て
。朝
起
き
る
の
遅
い
し
勉
強
は
大
丈
夫
か
な
っ

て
心
配
に
な
る
。

長　
ア
ン
ナ
だ
っ
て
映
画
の
途
中
で
絶
対
寝
る
よ
ね
。
２
人

で
夜
の
10
時
頃
か
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
て
い
た
ら
10
時
半
に
は
寝

て
る
し
。
私
は
ち
ゃ
ん
と
最
後
ま
で
観
る
の
で
夜
遅
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
朝
が
き
つ
い
ん
で
す
…
。
し
か
も
ア
ン
ナ
が
途

中
ま
で
し
か
観
て
な
い
な
と
思
っ
て
、
次
も
同
じ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

観
て
あ
げ
て
る
の
に
、ま
た
寝
る
ん
で
す
。
お
か
げ
で
ハ
リ
ー

ポ
ッ
タ
ー
が
全
然
先
に
進
め
な
い
。
し
か
も
ち
ゃ
っ
か
り
早

起
き
し
て
授
業
受
け
て
る
し
…
。

記　
よ
し
、
君
ら
夜
の
７
時
か
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
観
な
さ
い
。

           吉形 和晃 さん　１年

兵庫県西宮市出身。学友会執行部書記に就
任し、バスケットボールサークルの立ち上
げにも奔走中。しゃべり始めると止まらな
い関西ボーイ。ツッコミ担当。

前田 美穂 さん　１年

兵庫県西脇市出身。しゃべり始めると
止まらない関西ガール。ダンス部に所
属。好きな食べ物はかつおぶし。ボケ
担当。

記　
お
互
い
の
第
一
印
象
は
ど
ん
な
感
じ
で
し
た
か
？

吉
形
（
以
下
、
吉
）
入
学
直
後
に
新
入
生
同
士
の
親
睦
会
の
場
で
初

め
て
会
っ
た
ん
で
す
け
ど
、で
っ
か
い
ヘ
ア
バ
ン
ド
し
て
た
ん
で
す
よ
。

前
田
（
以
下
、
前
）
兵
庫
か
ら
宮
崎
に
来
て
知
り
合
い
が
一
人
も

い
な
か
っ
た
ん
で
、
目
立
つ
も
ん
身
に
つ
け
て
み
ん
な
に
お
ぼ
え

て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
。

吉　
ほ
ん
で
そ
れ
か
ら
大
学
で
会
う
度
に
い
っ
つ
も
同
じ
ヘ
ア
バ

ン
ド
し
て
る
か
ら
、「
ち
ゃ
ん
と
洗
っ
と
ん
の
か
な
…
」
て
。

前　
洗
っ
て
る
わ
！　
ま
あ
そ
の
ヘ
ア
バ
ン
ド
も
バ
ス
で
失
く
し

て
も
う
て
ん
け
ど
な
。
私
の
方
の
第
一
印
象
は
「
斎
藤
工
に
似
と

る
な
」
で
し
た
ね
。
今
は
全
然
似
て
へ
ん
け
ど
。
て
い
う
か
あ
ん

た
髪
伸
ば
し
た
方
が
え
え
で
。

記　
２
人
は
マ
ブ
ダ
チ
と
の
こ
と
で
す
が
、
マ
ブ
ダ
チ
と
ト
モ
ダ

チ
の
違
い
っ
て
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

吉　
気
を
遣
わ
な
い
で
済
む
と
こ
ろ
ち
ゃ
い
ま
す
か
ね
。
何
で
も

ズ
ケ
ズ
ケ
言
え
る
し
。

前　
私
は
安
心
感
と
い
う
か
、
頼
れ
る
と
こ
ろ
か
な
。
相
談
し
た

時
に
は
た
め
に
な
る
こ
と
を
言
っ
て
く
れ
ま
す
ね
。

記　
同
じ
兵
庫
県
出
身
、
と
い
う
の
も
大
き
い
の
で
し
ょ
う
か
？

吉　
そ
れ
は
な
い
で
す
ね
。
同
じ
兵
庫
で
も
西
宮
市
と
西
脇
市
は

都
会
度
が
ち
ゃ
い
ま
す
し
。

前　
都
会
ぶ
る
な
！　
あ
、
で
も
こ
の
前
２
人
と
も
帰
省
し
て
た

時
に
兵
庫
で
会
い
ま
し
た
よ
。
西
宮
の
タ
リ
ー
ズ
で
お
茶
し
て
た

ん
で
す
け
ど
、
こ
の
人
で
っ
か
い
声
で
「
日
本
中
の
女
の
子
が
俺

の
こ
と
好
き
に
な
れ
ば
え
え
の
に
」
み
た
い
な
意
味
不
明
な
話
し

て
て
、
周
囲
の
女
子
高
生
が
ジ
ロ
ジ
ロ
見
て
き
て
め
っ
ち
ゃ
恥
ず

か
し
か
っ
た
。

記　
仲
良
し
で
す
ね（
笑
）。
学
内
で
も
常
に
一
緒
に
い
る
ん
で
す
か
？

吉　
そ
う
で
も
な
い
で
す
ね
。
俺
ら
お
互
い
が
ど
こ
に
住
ん
で
る

か
も
知
ら
な
い
で
す
し
。

前　
え
、
う
ち
知
っ
て
ん
で
？　
Ｙ
＆
Ｍ
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ろ
？

吉　

全
然
ち
ゃ
う
わ
（
笑
）。
し
か
も
「Yoshikata &

 
M
aeda

」
み
た
い
な
感
じ
の
適
当
な
マ
ン
シ
ョ
ン
名
を
言
う
な

（
笑
）。

記　
（
苦
笑
）
お
互
い
に
ど
ん
な
点
が
友
達
と
し
て
魅
力
的
で
す
か
？

前　
や
っ
ぱ
自
分
に
芯
が
あ
る
と
こ
で
す
か
ね
。
自
分
の
意
見
を

い
つ
も
持
っ
て
る
と
こ
は
す
ご
い
と
思
う
。

吉　
俺
は
逆
に
他
人
の
意
見
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
ミ
ホ
の
柔
軟
性

が
羨
ま
し
い
け
ど
な
。

前　
ほ
ん
ま
？　
も
っ
と
ゆ
う
て
（
笑
）。

吉　
あ
か
ん
、
す
ぐ
調
子
に
の
り
よ
る
。

記　
君
た
ち
、
変
わ
っ
た
友
達
や
ね
…
。
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社会で活躍するＭＭＵ卒業生に当時の学生
生活や社会人としての近況をインタビュー
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記
者
（
以
下
、
記
）
Ｍ
Ｍ
Ｕ
に
は
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
入

学
し
た
の
で
す
か
？

伊
東
（
以
下
、
伊
）
尊
敬
し
て
い
た
高
校
の
英
語
の
先
生

が
勧
め
て
く
れ
た
こ
と
で
す
ね
。
あ
と
、
入
試
前
に
大
学

祭
に
行
っ
た
と
き
に
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
先
輩
が
話
し
か
け
て
く
れ

て
、
大
学
生
活
や
留
学
の
話
を
聞
く
う
ち
に
ま
す
ま
す
行

き
た
く
な
り
、
無
事
推
薦
入
試
で
合
格
し
ま
し
た
。

記　
昔
か
ら
英
語
が
得
意
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

伊　
好
き
で
は
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
得
意
で
は
な
か
っ
た

で
す
ね
（
笑
）。

記　
入
学
後
、
大
学
生
活
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

伊　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
短
期
研
修
で
の
経
験
と
、
ダ
ン

ス
部
で
の
活
動
か
な
。

記　
短
期
研
修
に
行
か
れ
た
の
は
何
年
生
の
時
で
す
か
？ 平成２４年度卒業生　行政学ゼミ

株式会社宮崎太陽銀行
　　　伊東 歩美さん

伊　
２
年
生
の
春
休
み
に
Ｍ
Ｍ
Ｕ
の
「
異
文
化
実
習
」
に

参
加
し
ま
し
た
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
研
修
だ
っ
た
の
に
、

最
初
は
英
語
が
全
く
通
じ
な
く
て
落
ち
込
み
ま
し
た
ね
。

話
せ
な
い
自
分
が
笑
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
。
私

は
そ
れ
ま
で
自
分
の
こ
と
を
あ
る
程
度
社
交
的
な
人
間
だ

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
言
葉
の
壁
を
前
に
し
て
外
国

人
と
会
話
す
る
こ
と
が
少
し
億
劫
に
な
り
、
初
め
て
自
分

に
そ
の
よ
う
な
弱
い
一
面
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

記　
異
文
化
な
ら
で
は
の
ハ
ー
ド
な
体
験
で
す
ね
。

伊　
で
も
悩
ん
だ
末
に
、「
せ
っ
か
く
の
貴
重
な
チ
ャ
ン

ス
を
無
駄
に
し
て
は
い
け
な
い
、
自
分
は
ま
だ
若
い
学
生

だ
し
失
う
も
の
は
何
も
な
い
」
と
開
き
直
っ
て
、
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
あ

の
時
の
経
験
で
精
神
的
に
タ
フ
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

記　
そ
し
て
も
う
１
つ
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
ダ
ン
ス

部
で
の
活
動
と
の
こ
と
で
す
が
、
入
学
前
か
ら
ダ
ン
ス
を

さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
？

伊　
い
え
、
全
く
（
笑
）。
私
は
中
学
高
校
と
テ
ニ
ス
一

筋
だ
っ
た
の
で
。
実
は
ダ
ン
ス
部
に
入
る
つ
も
り
も
初
め

は
な
か
っ
た
ん
で
す
。

記　
で
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
入
部
さ
れ
た
の
で
す
か
？

伊　
入
学
後
に
同
じ
高
校
出
身
の
友
達
か
ら
「
ダ
ン
ス
部

見
学
に
行
こ
う
よ
」
と
誘
わ
れ
て
。
見
学
後
に
そ
の
友
達

が
「
入
部
し
ま
す
！
」
と
話
し
て
い
る
横
で
「
私
は
入
部

し
ま
せ
ん
」
と
は
言
い
辛
く
て
…
。

記　
そ
こ
は
受
け
身
な
ん
で
す
ね
（
笑
）。
で
も
、
な
ぜ

４
年
間
も
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
か
？

伊　
１
年
生
の
夏
に
学
内
イ
ベ
ン
ト
の
ス
テ
ー
ジ
で
踊
る

機
会
が
あ
っ
て
、
自
分
で
は
そ
れ
な
り
に
練
習
し
た
気
に

な
っ
て
た
け
れ
ど
、
本
番
で
全
く
納
得
の
い
く
ダ
ン
ス
が

踊
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
部
の
先
輩
か
ら
も
「
自
己
満

足
で
終
わ
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
見
に
来
て
く
れ
た
人
た
ち

を
楽
し
ま
せ
る
ダ
ン
ス
を
踊
ら
な
い
と
」
と
怒
ら
れ
て
。

そ
の
日
か
ら
、「
自
分
が
本
当
に
納
得
い
く
ま
で
踊
ろ
う
」

と
意
識
が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
練
習

を
続
け
て
、
初
め
て
自
分
で
納
得
で
き
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
で
き
た
の
は
３
年
生
の
時
の
大
学
祭
で
の
ス
テ
ー
ジ

で
し
た
。
そ
の
時
は
さ
す
が
に
涙
が
出
ま
し
た
ね
。

失
敗
し
て
も
納
得
い
く
ま
で
踊
り
続
け
る
。

記　
留
学
も
ダ
ン
ス
も
き
っ
か
け
は
受
け
身
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、
伊
東
さ
ん
は
自
身
を
成
長
さ
せ
る
機

会
と
し
て
と
ら
え
、チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
続
け
た
の
で
す
ね
。

伊　
カ
ッ
コ
つ
け
て
言
う
と
そ
う
な
り
ま
す
ね
（
笑
）。

記　
就
職
活
動
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

伊　
私
は
宮
崎
市
の
出
身
で
大
学
も
地
元
だ
っ
た
の
で
、

初
め
は
都
市
部
で
の
就
職
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

東
京
や
大
阪
を
訪
れ
て
都
会
の
勢
い
を
感
じ
る
一
方
で
、

自
分
の
中
に
「
地
元
宮
崎
を
元
気
に
し
た
い
」
と
い
う
郷

土
愛
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
づ
い
た
ん
で
す
ね
。そ
れ
で
、

地
元
の
経
済
的
な
活
性
化
に
直
接
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

地
元
の
銀
行
に
就
職
し
よ
う
と
方
針
を
変
更
し
ま
し
た
。

記　
現
在
は
社
会
人
１
年
目
と
の
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ

う
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

伊　
銀
行
窓
口
で
の
入
出
金
や
両
替
、
振
込
、
口
座
振
替

手
続
き
等
の
ほ
か
、保
険
商
品
の
営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

記　
や
り
が
い
や
困
難
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

伊　
や
り
が
い
は
何
と
言
っ
て
も
地
域
の
方
々
と
の
距
離

が
縮
ま
る
こ
と
で
す
ね
。
地
域
に
根
ざ
し
て
い
る
銀
行
な

の
で
、
お
客
様
１
人
１
人
の
顔
を
し
っ
か
り
覚
え
て
人
間

味
の
あ
る
仕
事
が
で
き
る
環
境
で
す
。
困
難
な
こ
と
は
…

保
険
商
品
は
高
額
か
つ
複
雑
で
す
の
で
、
販
売
す
る
こ
と

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
上
司
と
一
緒
に
商
品

説
明
を
し
て
い
る
の
で
、
当
面
の
目
標
は
必
死
に
勉
強
し

て
１
人
で
保
険
商
品
を
成
約
す
る
こ
と
で
す
ね
。

記　
最
後
に
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

伊　
ど
れ
だ
け
失
敗
し
て
落
ち
込
ん
で
も
人
生
は
続
き
ま

す
の
で
、
失
敗
か
ら
何
を
学
ん
だ
か
、
そ
し
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
続
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
学

生
の
う
ち
に
た
く
さ
ん
失
敗
し
て
く
だ
さ
い
。
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株
式
会
社
宮
崎
太
陽
銀
行

　
宮
崎
無
尽
（
株
）
と
し
て
昭
和
16
年
設
立
。
平
成
元
年

に
普
通
銀
行
へ
転
換
し
、
商
号
を
（
株
）
宮
崎
太
陽
銀
行

に
変
更
。
平
成
２
年
、
福
岡
証
券
取
引
所
に
株
式
上
場
。

店
舗
数
は
53（
内
出
張
所
１
）で
従
業
員
数
は
６
７
０
人
。




